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こ
の
「
市
民
意
識
調
査
」
は
、
基
本
構
想
基
本
計
画
の
進
行
管
理

に
関
連
し
て
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
実
態
や
活
動
状
況
、市
政
へ

の
関
心
度
な
ど
の
現
状
を
把
握
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。今
後
、市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
市
政
運
営
や
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。�

今
回
は
、調
査
結
果
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。�

意
識
調
査
の
概
要

▼
調
査
の
対
象�

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お
住
ま
い
の

満
20
歳
以
上
80
歳
未
満
の
男
女�

▼
調
査
対
象
者
数
　
２
０
０
０
人�

▼
抽
出
方
法�

　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
、地
区
別
・
男
女
別
・

年
齢
別
人
口
比
率
を
勘
案
し
た
う
え
で

無
作
為
に
抽
出�

▼
調
査
時
期�

　
２
月
18
日
〜
３
月
４
日�

▼
設
問
項
目
数
　
33
問�

▼
調
査
方
法
　
郵
送
に
よ
る�

▼
回
収
結
果�

○
有
効
回
収
数
　
１
０
１
１
人�

○
回
収
率
50
・
６
％�

　（
男
４
４
４
人
、女
５
５
０
人
、不
明
17
人
）�

年代別回収状況�

回収率� 65.3％� －�65.7％�52.3％�43.8％�40.0％�30.5％�

そう思う�
1.7％�

20～40歳代を「子どもを産む対象年齢層」とし
て集計しました。「そう思う」「どちらかといえ
ばそう思う」と答えた方は、合計で15.0％にと
どまり、ほぼ４人に３人が医療体制などに不安
を感じていることがうかがえます。�

どちらかといえば�
そう思う�
13.3％�

どちらかといえば�
そう思う�
13.3％�

どちらかといえば�
そう思わない�
29.2％�

そう思わない�
43.9％�

わからない�
11.7％�

不明　0.2％�

飯田市が、子育てしやすい環境（育児や保育
など）のまちだと思いますか？�

現在子育て中の方に限定した質問です。「そう
思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた
方は、合計で45.8％となりました。男女別の状
況は、男性の方が「子育てしやすい環境のまち」
と思っている割合が高い結果となりました。�

そう思う�
5.4％�

どちらかといえば�
そう思う�
40.4％�

どちらかといえば�
そう思う�
40.4％�

そう思わない�
17.3％�
そう思わない�
17.3％�

わからない�
12.7％�

どちらかといえば�
そう思う�
24.2％�

どちらかといえば�
そう思わない�
24.2％�

■
問
い
合
わ
せ�

秘
書
広
報
文
書
課
　
広
報
広
聴
係�

内
線
２
１
２
５�

飯田市が、子どもを産みやすい環境（医療体制や
支援サービスが充実など）のまちだと思いますか？�

そう思わない�
43.9％�

どちらかといえば�
そう思わない�
29.2％�
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身近な自然�
の保全�

居住基盤に満足� バス・鉄道などの便利さ�

道路の安全通行�

地域への誇り�
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58.4

72.7
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そう思う、どちらか
といえばそう思う
答えた方の割合�

○
飯
田
市
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
皆
さ

ん
の
思
い
を
大
切
に
受
け
と
め
、
今
後

の
市
政
経
営
に
努
め
ま
す
。�

飯田市に対する印象�

地域の誇りと思えるもの�

１位　豊かな自然�
２位　地場産業や農産物�
３位　歴史や伝統�

満足できない居住環境�

１位　下水道�
２位　テレビ�
３位　水道�

地域への誇り�
地域（飯田の自然・歴史・文化・風土など）を誇り
に思うと答えた方は73.5％で、20歳代、40～60
歳代が高い数値を示しています。�

道路の安全通行�
安全に通行できると答えた方は43.5％で、50.7
％の方が安全に通行できないと感じています。�

バス・電車などの便利さ�
便利だと思う方の割合は31.7％で、不便を感じ
る方の割合は40.5％です。不便を感じる方の中
では20～50歳代が高い数値を示しています。�

居住基盤に満足�
住んでいる地域の居住基盤に満足していると
答えた方は72.7％で、50歳代以上が高い数値を
示しています。�

身近な自然の保全�
過半数の58.4％の方は自然が守られていると
思っていますが、３割の方は自然が守られてな
いと受け止めています。�

飯田市にとって三遠南信地域・中京
圏との交流が重要だと思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」
と答えた方は、合計で73.1％となりまし
た。男性では８割を超える人が重要と思
っています。�

そう思う�
42.5％�

どちらかといえば�
そう思う�
30.6％�

どちらかといえば�
そう思う�
30.6％�

不明　3.7％�

わからない�
13.2％�

そう思わない�
5.0％�

どちらかといえば�
そう思わない�
3.8％�

市民と行政による協働のまちづくりが進められている
と思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた方は、合
計で33.8％となりました。「わからない」が20～30歳代で約
３割と高い数値を示しています。�

これからも飯田市に住み続けたいと思いますか？�

「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答え
た方は、合計で79.4％となりました。�

どちらかといえば�
そう思う�
28.0％�

どちらかといえば�
そう思う�
28.0％�

どちらかといえば�
そう思わない�
6.1％�

そう思わない�
3.2％�

わからない�
8.4％�

不明　2.9％�

どちらかといえば�
そう思わない�
5.0％�

7.4

10.1

5.0

5.0
3.7

2.4

6.2

32.9

29.4

33.7

28.4

14.2

16.5

27.6

19.0

19.3

20.3

26.2

27.6

18.8

21.5

9.79.7

13.1

15.815.8

19.919.9

20.920.9

24.724.7

15.815.8

23.1

23.7

24.3

19.9

31.3

32.9

24.8

7.9

4.4
0.9

0.6

2.3

4.7

4.1

32.9

29.4

33.7

28.4

14.2

16.5

27.6

13.1

調
査
結
果
の

活
用
と
今
後
の
展
開

市
民
意
識
調
査
結
果
の
全
項
目
は
、市
の
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.c
ity.iid

a
.lg
.jp
/

）

の
ほ
か
、市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。�

こ
の
調
査
の
結
果
は
、平
成
23
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
の
目
標
達
成
状

況
を
示
す
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、
計
画
の
進
捗
状
況
の
詳
細
は
、
今
後
市
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。�

今
後
も
継
続
的
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

そう思う�
51.4％�
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ポニーの馬車に乗りに行こう
�

認定書を手にする観音霊水を愛する会の皆さん� パドルと花束を受ける矢澤選手�

　6月25日、南信濃地区にある観音霊水が平成の名水

百選に選ばれ、翌日認定書の受渡式を行いました。

　地域の宝として、給水場や水源地域は「観音霊水を

愛する会」の保全活動によって守られています。

　7月5日～7日に、天龍峡花の里で夏

の天龍峡そば祭りが開催されました。

　約3ヘクタールの土地に栽培されて

いる信州大そばの花が満開となり、地域

の方々による湯茶のサービスや、手打ち

そばの提供が行われました。

　そば畑の中を散歩するポニーの馬車

に乗って子どもたちは大喜び。名勝天

龍峡温泉の足湯も体験でき、初夏のひ

とときを満喫しました。

　7月12日、北京オリンピックのカヌースラローム競技

に出場する矢澤一輝選手の壮行会が行われました。

矢澤選手からは「メダルを狙う」との力強い言葉があ

りました。ベストを尽くして頑張ってください。

そばの花に囲まれて�
夏の天龍峡そば祭り�

北京オリンピック出場�

ガンバレ！矢澤選手�
平成の名水百選�

観音霊水が選ばれる�

足湯が気持ちいい�
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　6月29日、美術博物館の20周年記念

式典が開催され、新しいシンボルマークと

ロゴに決定した作品の表彰式や20年の

歩みが紹介されました。

　式典に合わせ、博物館の父と呼ばれ、

郷土の偉人である田中芳男の胸像が

「田中芳男の胸像制作等を願う市民会

議」の募金活動によって、美術博物館

と、かつて胸像が置かれていた国立科学

博物館に贈呈されました。

　6月29日、市内18分団の消防団員が参加して桐林運

動場で開催。ポンプ操法・救急操法・ラッパ吹奏の各部

門で競い合いました。激しい雨の中でしたが、集中力と結

束力で訓練の成果を十分に発揮していました。

安心・安全、守ります�
飯田市消防技術大会�

美博20周年記念式典�

郷土の宝を守り伝える�

ぬかるみの中、正確に、迅速に�

胸像の前で話を聞く園児�

手際よく手当てする女性消防団員�
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寝
て
い
る
と
い
い
の
に
、
立

っ
た
時
や
夕
方
に
な
る
と
足
の

付
け
根
が
は
れ
て
く
る
。
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ

れ
は
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
う
病

気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
子
ど
も
に

も
大
人
に
も
み
ら
れ
、
子
ど
も

で
は
先
天
的
な
理
由
が
多
く
、

大
人
で
は
加
齢
で
筋
肉
が
弱
く

な
る
の
が
原
因
で
す
。
本
来
お

腹
の
中
に
あ
る
腹
膜
が
、
弱
く

な
っ
た
筋
肉
の
間
か
ら
飛
び
出

て
袋
状
と
な
り
、
そ
の
中
に
腸

な
ど
が
出
た
り
入
っ
た
り
す
る

た
め
に
足
の
付
け
根
（
鼠
径
部
）

が
膨
ら
み
ま
す
。
40
歳
以
上
の

男
性
に
多
く
、
お
腹
に
力
が
か

か
る
立
ち
仕
事
や
重
い
荷
物
を

運
ぶ
人
、
便
秘
気
味
で
ト
イ
レ

で
力
む
人
、
肥
満
の
あ
る
人
、
前

立
腺
の
手
術
を
し
た
人
な
ど
が

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
り
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
30
〜
40
万
人
の
患
者
が
い
る

と
考
え
ら
れ
、
年
間
約
16
万
人

の
方
が
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
。�

痛
く
な
い
し
寝
れ
ば
引
っ
込

む
か
ら
病
院
に
か
か
る
必
要
は

な
い
、
ま
た
は
鼠
径
部
で
恥
ず

か
し
く
て
病
院
に
か
か
れ
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
こ
の
ヘ
ル
ニ
ア

は
、
最
初
は
無
症
状
で
も
徐
々

に
痛
み
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
た

り
、
押
し
て
も
寝
て
も
膨
ら
み

が
戻
ら
な
く
な
る
嵌
頓
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
嵌
頓
と

な
る
と
強
い
痛
み
は
も
ち
ろ
ん
、

長
時
間
出
っ
放
し
に
な
っ
た
腸

な
ど
が
腐
る
こ
と
も
あ
り
、
緊

急
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

膨
ら
み
を
押
さ
え
る
ヘ
ル
ニ
ア

バ
ン
ド
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
根
本
的
な
治
療
と
は
言
え

ず
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
は
手
術

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。�

従
来
の
手
術
で
は
、
飛
び
出

た
腹
膜
を
切
除
し
、
弱
く
な
っ

た
筋
肉
を
よ
せ
て
腹
膜
が
飛
び

出
て
い
た
穴
を
ふ
さ
ぐ
と
い
う

方
法
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
再
発
率
が
約
10
％
と

高
い
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
腹

膜
が
飛
び
出
て
い
た
穴
に
人
工

物
で
栓
（
プ
ラ
グ
）
を
し
、
弱
く

な
っ
た
筋
肉
に
網
（
メ
ッ
シ
ュ
）

を
あ
て
て
補
強
す
る
と
い
う
メ

ッ
シ
ュ
プ
ラ
グ
法
が
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
だ
と

再
発
率
は
１
％
程
度
で
、
手
術

は
約
１
時
間
、
従
来
法
よ
り
痛

み
も
少
な
く
、
手
術
か
ら
１
週

間
以
内
に
退
院
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。�

鼠
径
部
の
膨
ら
み
が
気
に
な

る
方
は
、
外
科
外
来
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

市立病院　外科
志村  愛  医師�

意
外
と
多
い
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
脱
腸
）�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
４４
�

天
竜
川
か
ら
過
去
へ
、
未
来
へ�

最
近
、
天
竜
川
に
関
連
し

て
二
つ
の
う
れ
し
い
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。�

去
る
6
月
22
日
に
天
龍
峡

の
観
光
案
内
所
が
「
天
龍
峡

百
年
再
生
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
の
2
階
に
は
、
昭
和
初

期
の
大
観
光
時
代
の
天
龍
峡

の
様
子
を
伝
え
る
写
真
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

の
内
外
に
知
れ
渡
っ
た
当
時

の
天
龍
峡
の
繁
栄
に
は
驚
く

ば
か
り
で
す
が
、
百
年
前
の

元
気
な
天
龍
峡
に
百
年
か
け

て
も
戻
し
て
い
こ
う
と
す
る

金
谷
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
形

で
、
地
元
の
旅
館
や
商
店
の

女
将
さ
ん
た
ち
が
「
昭
和
乙

女
の
会
」
を
結
成
し
、
天
龍

峡
の
ご
案
内
人
に
な
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。�

一
方
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
天
竜
川
で
お
父
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、
カ
ヌ
ー
の
練
習

を
地
道
に
続
け
た
矢
澤
一
輝

選
手
が
、
こ
の
た
び
北
京
五

輪
の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
7
月
12
日
に
壮

行
会
が
市
役
所
と
羽
場
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

飯
田
市
初
の
五
輪
選
手
を
応

援
し
よ
う
と
多
く
の
方
が
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
矢

澤
選
手
の
北
京
で
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。�

こ
れ
ら
の
出
来
事
は
た
ま

た
ま
重
な
っ
た
だ
け
で
す
が
、

あ
た
か
も
天
竜
川
か
ら
過
去

に
さ
か
の
ぼ
る
昇
り
龍
と
、

未
来
に
駆
け
上
が
る
昇
り
龍

が
交
錯
し
た
よ
う
な
感
覚
を

持
ち
ま
し
た
。
天
竜
川
を
舞

台
に
し
た
新
た
な
二
つ
の
物

語
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。�

そ

け
い�

か
ん   
と
ん�
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毎月市民の皆さんに、

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで

語っていただき、

次の方にバトンタッチする

「リレートーク」です。

次はあなたの番かも…

動物写真家になりたい�

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言�

　ぼくは将来、動物の写真をとる人になりた

いです。なぜかと言うと、小さいころから動

物が好きで、いろいろな動物に出会ってみた

いと思ったからです。�

世界中をまわってたくさんの動物と出会い

たいです。例えばケニアにすんでいるライオ

ンやサウスジョージア島にいるキングペンギンなど、めずらし

い動物をたくさんとりたいです。そして家族や多くの人たちに

見せたいです。展覧会などもして、みんなに喜んでもらえるよ

うな写真をとりたいと思います。�

谷川に蛍の棲める�
環境づくり�

中心市街地の谷川に蛍が乱舞する。
こんな様子を夢見て、現在50余名の
会員で、吾妻公園を舞台にして活動し
ています。東野地区の有志が会員を募
集し、ムトス飯田まちづくり事業に応
募したことがはじまりでした。市から
公園の使用許可を受け、手づくりでビ
オトープを設置することになりました
が、その活動をみていた企業の皆さん
もボランティアとして参画いただき、
ビオトープと植栽、遊歩道、看板が見
事に完成しました。

今年で6年目ですが、ようやく蛍も
定着してきました。今後はいかに蛍の
数を増やしていくかが目標です。この
谷川に蛍の棲める環境づくりを継続し
ながら、谷川一帯が親水公園として拡
大されれば、中心市街地が蛍の名所に
なります。そして、まちには活気が生
まれ、地域の方々のみならず多くの皆
さんが、蛍を通して環境を見つめ直
し、自然を大切にする心をはぐくんで
もらえるものと思います。
私たちの活動で地域の自然、人と人
とのふれあい、健全な心、美化の心が
飯田市全体に広がり、今以上に住みよ
いまちになることを願っております。

吾妻町南分館�

代表　加藤　勝 さん�

なか�やま�ゆう�すけ�

中山裕介 さん�
（伊賀良小６年）�

先月の吉澤之栄 さん（羽場）からのリレー�

とうか まさる　

し
も

だ

と
も

こ

限
ら
れ
た
資
源
や
環
境
を
守
る
た
め
、

3
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
･
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
）
が
推
進
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
飯

田
市
は
3
Ｒ
の
中
の
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ゴ
ミ

発
生
抑
制
）
で
、
全
国
の
10
万
人
以
上
50

万
人
未
満
の
市
の
中
で
、
第
４
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す
ご
い
！
�

先
日
、
子
ど
も
の
参
観
日
に
、
エ
コ
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
親
子
で
一
緒
に
授
業

を
受
け
ま
し
た
。
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
ク
、

お
風
呂
の
湯
は
再
利
用
、
無
駄
な
電
気
は

こ
ま
め
に
消
す
、
自
動
車
は
な
る
べ
く
使

わ
な
い
な
ど
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
意

識
が
重
要
と
い
う
内
容
で
し
た
。
�

毎
年
１
回
、
学
校
の
授
業
の
中
に
、
エ

コ
に
つ
い
て
親
子
で
考
え
る
授
業
を
と
り

い
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
か
ら
の
提

言
で
す
。
� 下

田
知
子
さ
ん（
東
野
）�
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結
い
タ
ー
ン�

夏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

上
下
水
道
料
金
等�

徴
収
業
務
の
民
間
委
託�

胃
・
大
腸
が
ん
の�

追
加
検
診�

お
済
み
で
す
か�

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種�

����

▼
問
い
合
わ
せ�

　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　
イ
ン
室�

　
内
線
３
５
１
２�

���
　
水
道
局
で
は
、
経
営
効
率
の

向
上
と
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
上
下

水
道
料
金
な
ど
の
徴
収
業
務
を

１０
月
１
日
か
ら
民
間
事
業
者
に

委
託
し
ま
す
。�

　
委
託
後
も
、
お
客
様
へ
の
サ

ー
ビ
ス
内
容
や
手
続
方
法
、
手

続
場
所
の
変
更
は
あ
り
ま
せ�

ん
。�

　
委
託
後
は
名
称
を
「
飯
田
市

水
道
料
金
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
」

と
し
、
窓
口
開
設
時
間
を
現
在

よ
り
も
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、

お
客
様
に
対
す
る
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。�

▼
受
託
業
者�

　
伊
坪
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社�

　（
松
尾
代
田
）�

▼
委
託
内
容�

○
料
金
に
関
す
る
窓
口
業
務�

○
開
・
閉
栓
業
務�

○
検
針
業
務�

○
上
下
水
道
料
金
の
賦
課
徴
収

　
業
務
な
ど�

▼
業
務
場
所
　
市
役
所
水
道
環

　
境
部
棟
水
道
業
務
課
内�

▼
営
業
時
間�

○
平
日
　�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時�

　（
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）�

○
土
曜
日�

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時�

　（
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
水
道
業
務
課
　
料
金
係�

　
内
線
５
２
５
６�

���

　
胃
・
大
腸
が
ん
の
追
加
検
診

を
行
い
ま
す
。
が
ん
検
診
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
種

類
を
問
わ
ず
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。�

▼
実
施
日�

　
９
月
９
日
c
〜
１２
日
f�

▼
検
診
場
所
　
松
尾
・
伊
賀
良�

　
公
民
館
、鼎
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
中
部
公
衆
医
学
研
究
所�

▼
費
用�

○
胃
が
ん
検
診
　
１
５
０
０
円�

○
大
腸
が
ん
検
診
　
５
０
０
円�

▼
対
象
　�

　
今
年
度
、
胃
・
大
腸
が
ん
検

　
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方�

▼
申
込
方
法�

　
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

　
は
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
保

　
健
師
ま
で
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。
後
日
実
施
通�

　
知
を
お
送
り
し
ま
す
。�

▼
申
込
期
限
　
８
月
２２
日
f�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
８�

���

　
夏
休
み
の
間
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う�

▼
対
象
　
中
学
１
年
生
お
よ
び

　
高
校
３
年
生�

※
４
月
２
日
か
ら
来
年
４
月
１�

　
日
ま
で
の
間
に
１３
歳
ま
た
は

　
１８
歳
に
な
る
方�

▼
場
所�

　
飯
田
・
下
伊
那
の
医
療
機
関

▼
接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予

　
約
の
上
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
接
種
に
か
か
る
費
用
の

　
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
健
康
推
進
係�

　
内
線
５
５
１
１�

�����������

　
８
月
２６
日
c
ま
で
「
結
い
タ

ー
ン
」
夏
の
推
進
月
間
と
し
て
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ

や
、
飯
田
市
へ
の
移
住
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
の
相
談
受
付
な

ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。�

▼
お
盆
特
別
相
談
会�

○
期
間�

　
８
月
１３
日
d
〜
１５
日
f�

○
時
間
　�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

　
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）�

※
地
元
企
業
の
担
当
者
に
よ
る

　
説
明
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

○
場
所�

　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　
イ
ン
室
（
市
役
所
３
階
）�
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大
人
の
家
庭
料
理
教
室
�

第
８
回
図
書
館
ま
つ
り
�

長
野
県
母
親
大
会
�

���

　
９
月
６
日
g
か
ら
図
書
館
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
な
つ
か
し
名
画
ト
ク
ト
ク
ま

　
つ
り�

○
上
映
内
容�

　
怪
談
「
黒
髪
」
「
雪
女
」
「
耳

　
な
し
芳
一
」「
茶
碗
の
中
」�

　（
小
泉
八
雲
原
作
、
小
林
正

　
樹
監
督
）�

○
日
時
　
９
月
６
日
g�

　
午
後
１
時
〜
４
時
１０
分�

○
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー�

○
入
場
料
　
５
０
０
円�

▼
三
遠
南
信
地
域
資
料
展�

　
「
そ
の
後
の
風
林
火
山
・
軍

　
馬
の
道
か
ら
交
流
の
道
へ
」�

○
期
間
　
９
月
７
日
a
〜
１３
日

　
g
・
１６
日
c
〜
２０
日
g�

　（
休
館
日
を
除
く
）�

○
時
間�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時�

　（
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）�

○
場
所�

　
中
央
図
書
館
２
階
研
修
室�

▼
資
料
展
の
展
示
解
説�

○
日
時
　
９
月
７
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら�

○
講
師
　
河
合
清
江
さ
ん
（
豊

　
橋
中
央
図
書
館
調
査
専
門
監
）�

▼
三
遠
南
信
郷
土
史
講
座
１�

○
テ
ー
マ
　「
武
田
・
今
川
・

　
徳
川
の
三
つ
巴
の
戦
い
」�

○
日
時
　
９
月
７
日
a�

　
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時�

○
講
師
　
鈴
川
博
さ
ん�

　（
清
内
路
中
学
校
校
長
）�

▼
事
例
発
表�

○
テ
ー
マ
　「
山
本
勘
助
が
取

　
り
持
つ
地
域
交
流
」�

○
日
時
　
９
月
１３
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら�

▼
三
遠
南
信
郷
土
史
講
座
２�

○
テ
ー
マ�

　
「
長
篠
の
戦
い
は
信
玄
・
信

　
長
の
金
と
銀
と
の
戦
い
」�

○
日
時
　
９
月
１３
日
g�

　
午
後
２
時
１５
分
〜
４
時�

○
講
師
　
横
山
良
哲
さ
ん�

　（
新
城
市
医
王
寺
住
職
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

���

　
子
育
て
、暮
ら
し
、
平
和
、女

性
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
８
月
３１
日
a�

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時�

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
参
加�

▼
場
所
　
岡
谷
市�

　（
諏
訪
湖
ハ
イ
ツ
ほ
か
）�

▼
内
容�

○
記
念
講
演
　
「
こ
れ
で
い
い

　
の
？
　
日
本
の
食
糧
」�

○
講
師
　
石
黒
昌
孝
さ
ん�

　（
農
民
連
食
品
分
析
セ
ン
タ

　
ー
所
長
）�

※
分
科
会
、
講
座
が
行
わ
れ
ま

　
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
参
加
費
　 

１
０
０
０
円�

▼
募
集
人
数
　
２０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
　
８
月
２２
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

���
　
美
味
し
い
家
庭
料
理
を
つ
く

り
、
家
族
で
す
て
き
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
２０
歳
以
上
の
方�

▼
日
時�

　
８
月
２４
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分�

▼
場
所
　
飯
田
友
の
会�

　
（
高
羽
町
６
―
１
０
８
）�

▼
料
理
内
容
　
豚
肉
の
ソ
ー
ス

　
マ
リ
ネ
、
パ
ン
プ
キ
ン
ス
ー

　
プ
、
デ
ザ
ー
ト�

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）�

▼
参
加
費
　
５
０
０
円�

▼
持
ち
物�

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

　
ダ
ナ
）
、
筆
記
用
具�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

�

8/11�

月�

○�

12�

火�

○�

13�

水�

○�

14�

木�

△�

15�

金�

△�

16�

土�

△�

17�

日�

×�

お盆の期間のくみ取りは次のとおりとなります

曜日�

業務�

○＝平常業務　　※8月18日bからは平常業務になります。�
△＝下記まで電話いただき、音声案内にそって、携帯電話に�
　　電話してください。休日料金ですがくみ取りは行います。�
×＝くみ取りはお休みです。�

飯田清掃　お盆のくみ取り案内�

■問い合わせ　飯田清掃（株）　10265（23）0311

税目�

納期�

8月の納税

市県民税（2期）�
国民健康保険税(8月分)

9月1日（月）�

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

8月15日号は休刊です�
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お
い
で
な
ん
し
ょ
寄
席�

���
　
桂
三
枝
が
つ
い
に
お
い
で
な

ん
し
ょ
寄
席
に
初
登
場
。
上
方

落
語
の
人
気
者
、
桂
文
福
と
の

競
演
で
す
。�

▼
日
時
　�

　
１０
月
２０
日
b�

　
午
後
６
時
３０
分
開
演�

▼
場
所
　�

　
文
化
会
館
ホ
ー
ル�

�

▼
チ
ケ
ッ
ト�

○
１
階
自
由
席
　
３
５
０
０
円�

○
２
階
自
由
席
　
３
０
０
０
円�

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド�

　
平
安
堂
飯
田
店
・
座
光
寺
店
、

　
飯
田
サ
テ
ィ
、
ジ
ャ
ス
コ
飯

　
田
店
、
ア
ピ
タ
高
森
店
、
南

　
信
州
新
聞
社
、
飯
田
市
公
民

　
館
、
文
化
会
館�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

�

◆日時　8月9日（土）�
　　　　午前10時～午後9時�
◆規制区間�
　りんご並木全街区（扇町～中央通り）�
　※交差点については本町（終日）、通り町（終日）
　松尾町（午後4時まで）通行可能�
◆催しものタイムテーブル（三連蔵前）�

りんご並木歩行者天国

■問い合わせ
　商業・市街地活性課　内線4650

�
ダンスパフォーマンス�
市営扇町駐車場�
人形モニュメント名前発表式�
あがりえ弘虫�
「世界で一番小さな人形劇場」（40分）�
オフィス・タカパーチ�
「アナログ・トマソンの音楽箱」（50分）�
アコースティック・ライブ�
ナルカリワールド�
「糸ノコカラクリショー」（60分）�
ダンスパフォーマンス�
アコースティック・ライブ�

時　間�
10:30�
11:00�
�
11:30�
�
12:20�
�
13:15�
14:00�
�
15:30～�
17:30�

■問い合わせ�
こども未来館　10532（21）5525

「ここにこ」の遊具で遊ぶ子ども「ここにこ」の遊具で遊ぶ子ども

　
「
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に
こ
」
の
目
玉
で
あ
る
体
験
・

発
見
プ
ラ
ザ
の
ま
ち
空
間
に
は
、
楽
し
み
な
が
ら
自

分
の
好
き
な
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
見
つ
け

ら
れ
る
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冒
険

心
を
か
き
た
て
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
大
型
遊
具
な
ど

が
あ
る
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
実
物
の
路
面
電
車
も
あ
り
ま
す
。�

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
と
床
暖
房
完
備
の
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
が
特
徴
の
子
育
て
プ
ラ
ザ
で
は
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
が
で
き
る
ほ
か
、
子
育
て
情
報
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み

ん
な
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
集
い
プ

ラ
ザ
に
は
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
が
特
徴
の
芝
生
広
場

な
ど
が
あ
り
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
に
誕
生
し
た
交
流
施
設
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ

に
こ
で
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
で
き
る
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。�

▼場所　�
　豊橋市松葉町3ー1�
▼開館時間�
　午前9時30分～午後5時�
　※集いプラザは午後9時まで�
▼休館日　毎週水曜日�
　※祝日の場合は翌日�
▼入場料　無料（一部有料）�
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8月15日号は休刊です�

特
別
限
定
公
演�

三
国
志
総
集
編�

��� 

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
３０

周
年
記
念
と
し
て
、
川
本
喜
八

郎
さ
ん
が
三
国
志
の
た
め
に
創

作
し
た
人
形
た
ち
が
、
壮
大
な

物
語
を
描
き
ま
す
。�

　
劇
団
影
法
師
と
中
国
湖
南
木

偶
皮
影
芸
術
劇
院
の
上
演
に
よ

る
歴
史
的
感
動
作
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
９
月
２３
日
-�

　
午
後
２
時
か
ら�

▼
場
所�

　
文
化
会
館
ホ
ー
ル�

▼
チ
ケ
ッ
ト�

○
前
売
券�

・
一
般
　
　
　
　
３
０
０
０
円�

・
高
校
生
以
下
　
１
０
０
０
円�

○
当
日
券�

・
一
般
　
　
　
　
３
５
０
０
円�

・
高
校
生
以
下
　
１
５
０
０
円�

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）�

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド�

　
平
安
堂
飯
田
店
・
座
光
寺
店
、

　
飯
田
中
日
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

　
ー
、
川
本
喜
八
郎
人
形
美
術

　
館
、
文
化
会
館�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

　市では、飯田市土地利用基本方針の地域土地利用方針などの検討に取り組んでいます。�
今回、川路地区において検討した「川路地域土地利用方針」「川路地域景観計画」の素案が
まとまり、その方針に基づく「屋外広告物特別規制地域」の指定を予定しています。�
　次の案について、皆さんのご意見をお寄せください。�
　なお、他の地区についても順次、計画を検討していきます。�
※寄せられたご意見とそれに対する市の考え方については、後日公表します。�

▼意見の募集期間�
▼閲覧場所�
�
�
�
�

　　　8月1日（金）～31日（日）�
○市役所建設部1階　都市・地域計画課�
○市役所2階　行政資料コーナー�
○各自治振興センター�
○りんご庁舎市民証明コーナー�
○飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・
東野公民館�

※市の公式ウェブサイトからもご覧いただけます。　http://www.city.iida.lg.jp/

　　■問い合わせ　〒395-8501　飯田市大久保町2534番地　飯田市建設部　都市・地域計画課　内線2741�
　　　　　　　　　ＦＡＸ 0265（52）1133　Ｅメール toshichiiki@city.iida.nagano.jp

○川路地域土地利用方針（素案）�

　川路地区が目指す将来像の実現のため、地域の土地の利用に関する方針、景観の育成に関する方針を定めます。�

○川路地域景観計画（素案）�

　川路地区における景観育成の目標と方針、屋外広告物に関する行為の制限などを定めます。�

○川路地区屋外広告物特別規制地域の指定（素案）�

　川路地区全域を屋外広告物特別規制地域に指定します。広告物等の表示・設置には市長の許可を必要とする　

　こととし、許可基準や、許可の有効期間、地域指定後に引き続き表示できる期間、適用除外となる広告物等を定

　めます。�

▼閲覧時間�
　午前8時30分～午後5時30分（土・日曜日を除く）�
▼意見の提出方法�
　意見書に住所、氏名を明記の上、持参していただくか、
または郵送、ＦＡＸ、Ｅメールにより提出してください。�

▼意見の提出先�
　都市・地域計画課または各自治振興センター�

◆施行時期　10月1日を予定�
※屋外広告物特別規制地域�
　地域の特性や個性を生かした景観の育成を図るため、その地域に合った�
　きめ細かな規制を行う地域です。�
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計画見直しの意義�
○平成12年に策定した「地域情報化計画」が3年から
5年を視野にしているため、見直しを行う時期に
なっています。�

○ケーブルテレビ網の全市展開にめどが付き、上村・
南信濃地区との光ケーブル接続により、ネットワ
ーク環境が整いました。今後の情報インフラの運
用と活用に関する基本的な方向を示す必要があ
ります。�

■問い合わせ　秘書広報文書課　情報システム係　内線2228

市では、ケーブルテレビなど地域の情報基盤整備や、市民サービス向上の
ための行政業務システムの改善などに関する新たな情報化計画（計画期間
は平成24年度までの5年間）を策定しています。�
飯田市地域情報化研究会や「広報と情報化についてのアンケート」などで

いただいたご意見を基に計画の骨子を作成しましたので、概要を紹介します。�

地域情報の活用�

○ケーブルテレビ、コミュニティーFM、高速ネット
ワーク、携帯電話などのサービスエリア拡大�
○利用可能な情報媒体の高度活用�
○情報を入手しやすい媒体を、市民が選択可能�
○テレビの地上デジタル放送への対応�

○ホームページを中心として、広報いいだ、ケーブ
ルテレビ、コミュニティーFM、電子メールなどに
よる効率的な情報伝達�
○デジタル放送のデータ放送を使用した情報提供�
○行政情報の迅速な提供による情報の共有�

○防災行政無線を中心として、使用可能なすべての
媒体を使った緊急情報の確実な伝達�
○臨時災害放送局の設置と音声告知の充実�
○市民の安心安全を確保する情報媒体の活用�

○地域コミュニティサイトの構築によるインター
ネットを活用した地域情報の流通促進と、多様な
主体からの情報発信支援�
○市民意見の集約と行政への反映�
○ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した広域交流の推進�

○飯田デジタルアーカイブ構築による地域文化の
保全継承と地域情報の発信�
○地域の情報センター機能の検討�

○小規模事業者の情報化支援とＩＣＴ産業の育成�
○企業誘致を促進する情報基盤の整備�
○企業情報の発信と交流促進�
○地域のイメージアップを促進する観光情報発信�

○市内に均一なサービスを提供できる情報媒体の
維持運営�
○情報のユーザビリティの向上�
○ＩＣＴ活用による新たな機会の創出�

○講習会開催などによる情報活用能力向上支援�
○ＩＣＴを活用した学校教育の充実と、ＩＣＴ分野
における高度な人材育成�
○ネット犯罪予防対策と情報モラル教育の推進�

○ＩＣカードなどを活用した住民サービスの拡大�
○内部事務システムの強化による業務効率の向上�
○個人情報保護と情報セキュリティ対策�
○システム構築における業務方法の標準化と全体
最適の視点からの業務見直し�

�

○第5次飯田市基本構想基本計画のもとでの地域情
報化施策の指針を明らかにする必要があります。�

○上村・南信濃との合併協議における情報化につい
ての課題に対する検討結果を示す必要があります。�

○「電子自治体」の構築のため、平成15年2月に策定
した「情報化アクションプラン」について、これま
での取り組み結果をもとに、さらに推進するため
の指針を示します。�

具体的な施策（例）�情報化施策の体系�

情報基盤の整備と活用�

平常時の情報伝達�

緊急時の情報伝達�

地域コミュニケーション
活性化�

産業の情報化支援�

情報格差の是正�

情報活用能力の向上�

電子自治体の推進�

基本施策�

情

報

化

の

推

進

情

報

化

の

推

進

�

情

報

化

の

推

進

�

地域課題

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化�

自
然
災
害
へ
の
対
策�

地
域
の
産
業
経
済
活
性
化�

地
域
文
化
の
振
興�

環
境
負
荷
の
低
減�

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上�

この計画の骨子は、次の場所でご覧になれます。�
○秘書広報文書課　情報システム係�
○各自治振興センター�
※市の公式ウェブサイトでもご覧になれます。�
http://www.city.iida.lg.jp/
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　世界一流の音楽家が日本のプロオーケストラ団員をレッスンする「アフィニス夏の音楽祭」。�
平成元年から始まり今年で２０年の節目の年を迎えました。これまで２０年間にわたり飯田市を主
会場に開催してまいりましたが、来年からはプロオーケストラのある地方都市（山形と広島の隔
年）で開催することになり、飯田市での最後のアフィニス夏の音楽祭になります。�
　２０年の集大成となる今年のプログラムは聴きどころたっぷりです。ぜひ、公開セミナーや成果
発表の演奏会にお越しいただき、アフィニスの魅力をお楽しみください。�
　なお、飯田市ではアフィニス文化財団の協力を得て、これまでの２０年間の成果を生かしつつ、
地域の音楽文化の発展に資する事業を来年度以降も継続できるよう、市民とともに検討を始めて
います。�

　文化会館と飯田市公民館を
会場に、管弦楽の基礎である室
内アンサンブルを中心にセミ
ナーを行います。�
　聴く人にも音楽を創造して
いく現場の熱気がひしひしと
伝わってきます。貴重な機会を
ぜひ間近でご覧ください。�

　20年間この音楽祭を支えてくださった皆さんに
感謝の気持ちを込めて行う、全席招待による記念演
奏会です。�
　「のだめカンタービレ」で一躍有名になったベー
トーヴェン「交響曲 第７番」などをお届けします。�
※飯田演奏会［1］［2］［3］のいずれかのチケットま 
　たはセット券をお求めのお客様をご招待します。
　20周年記念演奏会のみのチケットはございません。�

第20回

入場無料�

　５日間にわたるセミナーの成果を、講師陣も
加えて発表します。楽団を越え、国を越えた演奏
家たちが、心を通わせ美しいハーモニーを創り
上げます。�
　今年は音楽祭20年の集大成。聴きどころたっ
ぷりの名曲の数々をお届けします。�

■問い合わせ　飯田文化会館　10265（23）3552�
　セミナー聴講券・演奏会チケットは、市内各プレイガイド・公民館・市役所・文化会館にて�
　お求めください。�

８月24日（日） 開場18:00 開演18:30�
文化会館ホール�

●演奏会［1］　飯田市公民館ホール�
　8月22日（金） 開場18:30 開演19:00�
●演奏会［2］　飯田市公民館ホール�
　8月23日（土） 開場15:00 開演15:30�
●演奏会［3］　文化会館ホール�
　8月24日（日） 開場13:30 開演14:00

８月21日（木） 開場18:30 開演19:00　鼎体育館�

8月18日（月）～22日（金）�

■聴講券　1日券500円　パス券1,000円（期間中有効）�
※演奏会チケットでも聴講できます。�

■チケット�
○飯田演奏会［1］ ［2］ ［3］とも全席自由�
　一般2,500円、大学生以下1,000円�
○［1］ ［2］ ［3］セット券 6,000円�

8月18日（月）～24日（日）�

●あいうえ音楽教室（飯田人形劇場）�
　8月23日（土） 10:00～10:40�
　実際に楽器に触れて、音を出してみよう。�
　（小・中学生のみ入場可）�
●あいうえオーケストラ（文化会館ホール）�
　8月23日（土） 開場10:00 開演11:00�
　小中学生のための名曲いっぱいのコンサート。�
　（整理券配布終了）�
※公開リハーサルはありませんが、それに代わるプログラ
　ムとして、20日（水）19:00から地元演奏家中心の練習を　
　公開します。（整理券不要）�
●あいうえ親子コンサート（飯田人形劇場）�
　8月24日（日） 10:00～10:30 �
　（申込受付終了）�

公開セミナー公開セミナー公開セミナー

　地域の皆さんに間近で
楽しんでいただこうと音
楽祭メンバーが鼎地区に
出向いて演奏します。地域
の皆さんとの触れ合いを、
演奏家たちも楽しみにし
ています。�

※来場者多数の場合は、ご入場いただけない場合がござ
　いますのでご了承ください。�
※未就学児の入場可。�

くつろぎコンサートくつろぎコンサートくつろぎコンサート

あいうえ音楽館あいうえ音楽館あいうえ音楽館 入場無料�

飯田演奏会飯田演奏会飯田演奏会

2020周年記念演奏会周年記念演奏会20周年記念演奏会 全席招待�

※くつろぎコンサート以外の演奏会には託児（未就学児）が
　あります。希望する場合は8月13日（水）までにお申し込み
　ください。�
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飯
田
市
職
員�

市
立
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消
防
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（
初
級
）�

飯
田
国
際
交
流
の
夕
べ�

実
行
委
員�

�������

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。�

▼
試
験
内
容
　
下
表�

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法�

○
市
役
所
人
事
課
、
各
自
治
振

　
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け
取

　
り�

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合�

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

　
先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

　
封
し
人
事
課
へ
請
求�

※
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

　
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。�

▼
申
込
方
法�

　
次
の
書
類
を
月
〜
金
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
３０

　
分
〜
午
後
５
時
３０
分
の
間
に

　
人
事
課
ま
で
本
人
ま
た
は
代

　
理
者
が
持
参
。
郵
送
も
可
。�

○
試
験
申
込
書�

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

　
記
載
し
、８０
円
切
手
を
貼
っ
た�

　
長
形
３
号
封
筒�

▼
申
込
締
切
　
８
月
２６
日
c�

※
郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
飯
田
市
総
務
部
　
人
事
課�

　
内
線
３
１
３
２�

���

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
市
立
病
院
に
勤
務
す
る
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験

の
応
募
資
格
や
実
施
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
の
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
市
立
病
院
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
職
種
・
募
集
人
員�

○
看
護
職
　
　
　
２０
人
程
度�

○
社
会
福
祉
士
　
　
　
１
人�

○
診
療
情
報
管
理
士
　
１
人�

▼
申
込
締
切
　
８
月
２６
日
c�

▼
問
い
合
わ
せ�

○
飯
田
市
総
務
部
　
人
事
課
　

　
内
線
３
１
３
２�

　http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/�

○
市
立
病
院
　
庶
務
課�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５�

　http://w
w
w
.im
h.jp/

���

　
平
成
２１
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。�

▼
採
用
予
定
人
数
　
４
人
程
度�

▼
受
験
資
格
　
昭
和
６０
年
４
月

　
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１

　
日
ま
で
の
出
生
者�

※
６
月
に
実
施
し
た
第
１
回
の

　
受
験
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。�

▼
第
１
次
試
験�

　
９
月
２１
日
a�

▼
申
込
書
の
入
手
方
法�

○
消
防
本
部
、
各
消
防
署
・
分

　
署
で
受
け
取
り�

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合�

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
あ
て
先
明
記
、

　
角
形
２
号
）
を
同
封
し
消
防

　
本
部
総
務
課
へ
請
求�

※
消
防
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

　
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可�

▼
申
込
方
法
　
次
の
書
類
を
月

　
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

　
時
３０
分
の
間
に
消
防
本
部
ま

　
で
本
人
ま
た
は
代
理
者
が
持

　
参
。
郵
送
も
可
。�

○
受
験
申
込
書�

○
住
所
、氏
名
を
記
載
し
、８０
円�

　
切
手
を
貼
っ
た
長
形
３
号
封

　
筒�

▼
申
込
締
切�

　
８
月
２６
日
c�

※
郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
３
３�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
３
４
５�

　
飯
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）６
０
０
０

　http://w
w
w
.119.iida.nagano.jp/�

���

　
１１
月
２３
日
-
に
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
で
開
催
す
る
「
飯
田
国

際
交
流
の
夕
べ
」
の
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。�

▼
活
動
内
容�

　
企
画
お
よ
び
当
日
の
運
営�

▼
申
込
方
法�

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を�

　
明
記
の
上
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
　
９
月
１
日
b�

▼
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　danjo@
city.iida.nagano.jp

飯田市職員採用試験�

試験区分�

行政保育士�５人
程度�

保育士資格取得者（取得
見込みの者含む）�

教養試験�
作文試験�
事務能力
検査�
適性検査�

9/21�
（日）�

採用予�
定人数�

受験資格（詳細は実施要綱参照）�

資格および免許� 年齢�

給与※�

初任給�手当�

第１次�
試験方法�

第１次�
試験日�

行政初級� ５人
程度�

なし�

昭和56年4月2日�
以降の出生者�

4.47月�
ほか�
手当�

144,500円�
（高校卒）�
155,700円�
（短大卒）�

昭和62年4月2日�
以降の出生者�

※給与は平成20年4月1日現在の内容であり、採用までの間に変更となる場合があります。また、職歴等経歴がある方は、�
　原則としてこれより高い初任給が支給されます。�
　行政保育士は、採用後保育士業務のほか、異動により本庁・出先機関における一般行政事務も行うこととなります。�

交通事故発生状況�
（6月30日現在）�

件数・・       ・294件（＋15）�

死者・・・       ・・　2人（－1）�

傷者・・       ・367人（＋23）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

愛
称
の
募
集�

生
活
と
環
境
ま
つ
り�

出
展
者�

���
　
飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

は
開
館
３０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
親
ん
で
い
た
だ

け
る
、
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。�

　
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。�

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
愛
称
と
そ
の
意
味
、
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
を
任
意
の

　
用
紙
に
記
入
し
て
持
参
い
た

　
だ
く
か
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ

　
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

※
採
用
さ
れ
た
愛
称
の
権
利
は

　
飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
に
帰
属
し
ま
す
。�

▼
募
集
締
切�

　
８
月
２９
日
f�

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
８
２
３�

　
飯
田
市
松
尾
明
７
４
４
３�

　
飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　iyhom
e@
m
is.janis.or.jp

���

　
１０
月
２５
日
g
・
２６
日
a
に
開

催
す
る
環
境
・
健
康
・
生
活
を

考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
生
活
と
環

境
ま
つ
り
」
に
出
展
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
活
動
や

研
究
成
果
の
発
表
な
ど
を
出
展

し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
展

　
者
の
募
集
も
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
募
集
締
切
　
９
月
１
日
b�

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ�

　
生
活
と
環
境
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
事
務
局
（
環
境
課
内
）�

　
内
線
５
２
４
９�

「防災行政無線」の放送内容を
電話で聞けます（通話料無料）�

■問い合わせ�
　防災交通課　防災係　内線2432

０１２０－９１５－４６０
フリーダイヤル�

※ 携帯電話からもかかります�

■申し込み・問い合わせ　風越登山マラソン大会事務局（生涯学習・スポーツ課内）�
　10265（21）3001　FAX0265（53）4546　Eメールtozan@city.iida.nagano.jp

▼申込方法�
生涯学習・スポーツ課、各自治振興センター、�
各公民館、りんご庁舎市民証明コーナーに
用意してある申込用紙に記入し、提出して
ください。�
市の公式ウェブサイトからもダウンロード
できます。(http://www.city.iida.lg.jp)

▼申込締切　９月18日（木）�
※参加料、大会日程など詳細はお問い合わせくだ
　さい。ボランティアも募集しています。�

第54回第54回 期日
10月13日（祝）
期日
10月13日（祝）

「6月1日に風越山を撮ろう」2008参加作品　撮影：三浦幸輝さん�

部門�
○登山マラソンの部　中学生以上�
　4.9km～12.4km�
○みんなで走ろうの部　小学生以上�
　3.3km�
○ウオーキングの部　小学生以上�
　6.0km～11.7km

8月15日号は休刊です�

標高差約1,000m、白山社奥宮を目指し�
風越山に登りませんか。�
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○オール電化住宅では、
ガス器具を使用でき
ません。三尋石市営
住宅では給湯設備を
設置していますが、
電気調理器（電気コ
ンロなど）は、入居す
る方の負担で設置す
ることになります。�
○浴槽無しの住宅では、
入居する方の負担で
浴室に浴槽、風呂釜
を設置することにな
ります。�
○駐車場は1世帯1台分
のみ、使用料は家賃
に含まれます。2台目
以降は、入居する方
自身が団地外で探し
ていただくことにな
ります。�
○若者住宅は40歳未満
で同居親族があるこ
と。独身住宅は40歳
未満で単身者である
ことが条件になりま
す。�

○扶養親族数は、本人を除いた人数で、税法上
の扶養ではありません。�
○裁量階層とは、入居者が60歳以上、かつ、同
居者が60歳以上または18歳未満の世帯、小
学校就学前の子どもがいる世帯、入居者の中
に1級から4級の障害のある方がいる世帯な
どを指します。�
○程野を除く4号市営は収入の基準無し。�
　（程野は1号市営の収入基準に同じ）�

下表１　入居を募集する市営住宅�

下表２　収入の基準�

住宅区分�扶養親族�

一般階層�

裁量階層�

一般階層�

裁量階層�

収入下限�

収入上限�

１号市営�

２号市営�

３号市営�

０人� １人�

3,675,000 4,151,000

4,695,000 5,171,000

2,603,000 3,151,000

3,311,000 3,823,000

4,151,000

9,768,000

ー�

ー�

２人�

4,627,000

5,647,000

3,683,000

4,295,000

4,627,000

10,181,000

３人�

5,103,000

6,123,000

4,155,000

4,771,000

5,103,000

10,581,000

（円）�

区分�

２号市営�

３号市営�

４号市営�

１号市営�

団地名�

北の原�

三尋石A・C棟�

平林�

大堤�

長野原�

飯沼�

黒田�

中郷�

流宮�

程野�

上町�

下栗�

樋口�

押出第１�

押出第２�

夜川瀬第１�

夜川瀬第２�
西の原�

三尋石B棟�

夜川瀬第３�

程野�

押出第３�

夜川瀬第４�

松原�

所在地�

松尾常盤台�

大瀬木�

鼎切石�

座光寺�

時又�

上郷飯沼�

上郷黒田�

上村�

上村�

上村�

上村�

上村�

南信濃和田�

南信濃和田�

南信濃和田�

南信濃和田�

南信濃和田�
大休�

大瀬木�

南信濃和田�

上村�

南信濃和田�

南信濃和田�

南信濃和田�

家賃�

16,900円～41,700円�

19,400円～52,900円�

21,400円～47,000円�

6,800円～27,300円�

12,900円～34,900円�

11,300円～35,000円�

17,200円～39,500円�

9,900円～17,400円�

11,600円～19,700円�

9,900円～24,400円�

10,500円～26,700円�

10,800円～17,900円�

　7,600円～12,700円�

10,300円～18,000円�

15,500円～28,100円�

11,800円～21,000円�

　9,900円～32,900円�
　9,700円～26,700円�

44,600円～72,300円�

14,700円～24,400円�

24,000円、37,000円�

20,000円�

10,000円�

7,000円�

間取り�

3DK

2LDK～3LDK

3DK

2K～3K

3DK

3DK

3DK

3LDK

3LDK

3LDK

3LDK

3LDK

3DK

3DK

2LDK

3DK

1DK～3DK
3K

2LDK～3LDK

3DK、3LDK～5LDK

3LDK

4DK、4LDK

1DK

1DK

備考�

オール電化�

浴槽無し�

浴槽無し�

オール電化�

若者住宅�

独身住宅�

■問い合わせ�
　建設管理課　住宅係　内線2734市営住宅入居者募集�

募集する市営住宅� 下表1

募集戸数�

来年2月末までに空室となる戸数�

入居の資格� 次の条件を満たす方�

○現に同居し、又は同居しようとする親族がいるこ
と（申込時から3カ月以内に結婚する方を含む）�
※単身入居の条件などは、お問い合わせください。�
○収入が、飯田市営住宅等管理条例に規定する基準
以内であること（収入の基準は下表2参照）�
○市区町村税を完納していること�
○入居者および同居者が暴力団員（暴力団員による
不当な行為の防止等に関する法律第2条第6号に
規定された暴力団の構成員）でないこと。�
○住宅に困っていることが明らかなこと�
○外国人登録をしている方は、日本の在留期間が1
年以上ある方�

申込方法�

飯田市営住宅入居申込書を建設管理課または上村・
南信濃自治振興センターに本人または代理の方
が持参してください。（申込書は建設管理課、各自
治振興センターに用意してあります。申込書の郵
送を希望する方は、80円切手を貼った返信用封筒
を同封して建設管理課住宅係へ）�

申込受付期間�

9月1日（月）～12日（金）�
午前8時30分～午後5時30分�

※土・日曜日は受付できません。�

9月17日（水）　午前10時�
市役所3階会議室で公開抽選�

※抽選には、本人または代理の方が必ず出席して
ください。�

抽選日時・場所�
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8月15日号は休刊です�

市
営
霊
園
使
用
者�

�

読
み
き
か
せ�

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
講
座�

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

入
門
教
室�

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座�

男
性
の
た
め
の�

筋
力
ア
ッ
プ
講
座�

���
▼
募
集
す
る
霊
園
　
左
表�

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

　
い
ま
た
は
本
籍
の
あ
る
方�

※
現
在
お
骨
を
保
有
し
て
い
る

　
が
、
お
墓
が
な
く
お
困
り
の

　
方
を
優
先
し
ま
す
。
お
骨
を

　
保
有
し
て
い
る
方
が
定
数
に

　
満
た
な
い
場
合
の
み
、
お
骨

　
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
応
募�

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
環
境
課
に
用
意
し
て
あ
る
申

　
込
書
に
住
民
票（
本
籍
入
り
）

　
１
通
を
添
え
て
環
境
課
窓
口       

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
期
間�

　
８
月
１８
日
b
〜
２９
日
f�

▼
抽
選�

○
日
時
　
９
月
１２
日
f�

　
午
前
９
時
か
ら�

○
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー�

※
当
選
さ
れ
た
方
は
、
２
年
以

　
内
に
墓
石
を
建
て
る
か
、
納

　
骨
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

　
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　�

　
環
境
課
　
環
境
衛
生
係�

　
内
線
５
２
４
１�

�������

　
読
み
き
か
せ
の
方
法
・
技
術
、

選
書
の
仕
方
な
ど
の
実
践
講
座

を
行
い
ま
す
。�

▼
対
象
　
地
域
で
読
み
き
か
せ

　
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い

　
方
ま
た
は
し
て
い
る
方�

▼
期
日
　
９
月
２
日
c
・
２５
日

　
e
、
１０
月
１４
日
c�

▼
時
間
　
午
前
１０
時
１５
分
〜�

　
午
後
０
時
１５
分�

▼
場
所
　
上
郷
図
書
館�

▼
定
員
　
各
日
２５
人�

▼
申
込
方
法�

　
中
央
・
鼎
・
上
郷
図
書
館
に

　
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て

　
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
電

　
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
上
郷
図
書

　
館
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
締
切�

　
各
開
催
日
の
１
週
間
前�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
上
郷
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
５
２
）２
５
５
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
５
２
）２
５
７
４�

���

　
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
を
講
師

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
手
話
を
学
び
ま
す
。�

▼
対
象
　
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
に
興
味
の
あ
る
方�

▼
期
間
　
８
月
２６
日
c
〜
９
月

　
３０
日
c
の
毎
週
火
曜
日
（
全

　
５
回
・
９
月
２３
日
-
を
除
く
）�

▼
時
間�

○
昼
の
部
　
午
前
１０
時
〜
正
午�

○
夜
の
部
　
午
後
７
時
〜
９
時�

▼
場
所�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
定
員
　
昼
・
夜
の
部
い
ず
れ

　
も
２０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切�

　
８
月
２１
日
e�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー（
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１�

���

　
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
方

法
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
運
動

を
紹
介
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

　
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
た
方

　
や
そ
の
予
備
軍
、
ま
た
は
運

　
動
習
慣
の
な
い
方
で
以
前
に

　
こ
の
講
座
に
参
加
さ
れ
て
い

　
な
い
方�

▼
日
時�

　
９
月
９
日
c
〜
１２
月
９
日
c

　
の
毎
週
火
曜
日�

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　
第
１
体
育
館
（
松
尾
明
）�

▼
定
員
　
３０
人�

▼
申
込
締
切
　
８
月
２９
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
９�

���

　
筋
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象�

　
お
お
む
ね
６５
歳
以
下
の
男
性�

▼
日
程
　
左
表�

▼
時
間�

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分�

▼
場
所
　
松
尾
公
民
館�

▼
定
員
　
３０
人
程
度�

▼
申
込
締
切
　
８
月
２７
日
d�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
９�

回� 期　日� 回� 期　日�

1�

2�

3�

4�

5�

6

9 月 2日c�

9月16日c

9 月30日c�

10月14日c�

10月23日e�

10月29日d

7�

8�

9�

10�

11�

12

11月 4日c�

11月18日c

11月27日e�

12月 2日c�

12月10日d

12月24日d

使用者を募集する市営霊園�
霊園名� 所在地� 募集区画数� 面積� 使用料�

西 部 霊 園� 中村1589 22 4㎡� 590,000円�

桐林墓地公園�桐林2254－2 第3ブロック� 1　※� 4㎡� 302,000円�

柏 原 霊 園�上郷黒田6829 5 4㎡� 550,000円�

矢 高 霊 園�鼎名古熊2561 1　※� 4㎡� 350,000円�

※カロート（納骨室）なし。使用者が設置することになります。�
　市外在住者の使用料は25％増しになります。�
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歴
史
研
究
所�

地
域
史
講
座�

���
　
歴
史
研
究
所
刊
行
の
「
み
る 

よ
む
　
ま
な
ぶ
　
飯
田
・
下
伊

那
の
歴
史
」
の
各
章
の
執
筆
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。
今
回
は

松
尾
地
区
を
取
り
上
げ
た
２
人

の
執
筆
者
に
よ
る
講
座
で
す
。�

▼
日
時
　
８
月
２０
日
d

　
午
後
６
時
〜
９
時�

▼
場
所
　�

　
松
尾
公
民
館�

▼
内
容�

○
工
業
化
と
農
地
転
用�

　
講
師
　
岩
本
純
明
さ
ん�

　（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）�

○
天
竜
川
西
岸
の
大
き
な
村�

　
講
師
　
吉
田
ゆ
り
子
さ
ん�

　（
東
京
外
国
語
大
学
教
授
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

動物園の�
休園日�

■問い合わせ 動物園�
　10265（22）0416

8月 4 日b◆11日b   
◆18日b◆25日b
9月 1 日b◆ 8 日b
◆16日c◆22日b

１　　　 9月 4日e
ふるさと文学碑研究会�
前会長　吉澤 健さん�伊那谷の文学碑を訪ねて�

 回　　　期　　日　　　　　　　　    テ　ー　マ　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　師　�

２　　　 9月17日d
飯田市美術博物館顧問�
理学博士　松島 信幸さん�

最近の地震災害からの教訓�

３　　　10月 9日e
ブラジル日系人スポーツ文化協会�
社会部長　長沼 映子さん�

ブラジル移民の歴史と文化交流�
～ブラジル移民100周年特別企画～�

４　　　10月23日e
川本喜八郎人形美術館�
企画運営担当　高橋 緑�

人形劇のまち飯田との出会い�
―現地研修・川本喜八郎人形美術館―�

５　　　11月 5日d 長野県埋蔵文化財センター�
調査研究員　鶴田 典昭さん�

竹佐中原遺跡の調査結果�
～旧石器時代の遺跡を読み解く～�

６　　　11月18日c
飯田市上郷考古博物館�
館長　岡田 正彦�

古墳時代、下伊那に渡来人が居た�

●場　所　　飯田市公民館（第4回は川本喜八郎人形美術館で行います。）�
●時　間　　午後7時から（第4回は午後2時から）�
●受講料　　1,000円（資料代および川本喜八郎人形美術館入館料を含みます。）�
　　　　　　※第1回講座（9月4日）に集めます。�
●申込期限　8月29日（金）�

■申し込み・問い合わせ�

　飯田市公民館�

　10265（22）1132

平成20年度の市民大学講座を開講します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。�

■問い合わせ　動物園　10265（22）0416

クイZooラリー�
動物や動物園に関する
クイズを解きながら園
内を回ります。�
�
8月31日aまで�

夏季開園時間延長（土・日曜日）�
8月31日aまでの土・日曜日は、�
午後5時30分まで開園時間を延長
します。�

募集しています�

○夢の飯田市立動物園�
　夢の市立動物園をテーマにした
　絵やジオラマなどの作品�

動物愛護週間（9月20日～26日）
に展示・投票され、各上位5点に
は賞品をプレゼントします。�
�
応募期限　9月15日-まで�
※詳細はお問い合わせください。�

いいだナイトズー�
夜の動物園を見てみませんか。�
�
　8月12日c～15日f�
　午後7時～8時30分�
ご注意�

・管理上、午後4時30分には一旦閉園し

　ます。�

・正面からのみの入園となります。�

・入園、退園時に受付をしてください。�

・飲酒されている方は入園できません。�

羊毛のマスコット作り�
ヒツジの毛を使ってマスコットを作ります。�
�
８月23日g・24日a�
午後4時～5時30分�
材料費　1つ50円�

公開！ウンチの標本作り�
動物のウンチの標本を作っている
ところを見学できます。�
ゾウのウンチの標本に触ることが
できます。�
�
8月16日g・17日a�
午後1時～2時30分�
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8月15日号は休刊です�

　飯田市地域史研究集会は、飯田・下伊那地域をフィールドとする研究者や地域の人々が、日常
の研究活動の成果を発表することを目的に、平成15年度から開催しています。�
　今年度は「伊那谷の古墳と古代の舎人軍団―大王家の親衛騎兵隊と古代の飯田―」をテーマと
するシンポジウムを中心に、研究報告会とともに開催します。�

　飯田下伊那地域の古墳の本格的な築造は、5世紀中ごろ以降に馬を受け入れたことから始
まったことが、これまでの調査研究から明らかにされています。�
　古墳時代の遺跡・遺物を考古学から見直し、あわせてヤマト王権（大王家）との強い結
びつきを示す宮号舎人（きゅうごうとねり）氏族と古代の牧について文献学からせまるこ
とで、古代史において飯田下伊那地域が果たした役割を明らかにしていきます。�

飯田・下伊那の地域史研究における優れた
研究や活動を表彰します。�

○日時　9月21日a�
　　　　午後1時15分から�

○日時　9月21日a�
　　　　午後1時30分から�

シンポジウムのテーマ以外の、地域史研究の
成果を報告します。�

○日　　時　9月22日b�
　　　　　　午前8時30分～午後0時30分�
○集合場所　飯田市役所裏駐車場�
○移動方法　マイクロバス�
○見学場所　竜丘・座光寺地区の古墳、考古資料館�
○募集人数　22人（先着順）事前の申し込みが必要です。�
○参  加  費　400円（入館料・保険料・資料代）�
○申込方法　住所・氏名・電話番号・生年月日を明記の上、�
　　　　　　往復はがきで９月10日d（必着）までにお申し込みください。�
　　　　　　※電話・メールでの受付は行いません。�

プログラム�

宮垣外遺跡出土の�
馬具（５世紀）�

希望者を対象に市内の主要な古墳や考古資料館の見学・説明を行います。�

馬背塚古墳前方部石室�
（上川路）�

■申し込み・問い合わせ�
　〒395-0002　飯田市上郷飯沼3145�
　飯田市歴史研究所　10265（53）4670　Ｅメール　iihr@city.iida.nagano.jp

シンポジウムシンポジウム�シンポジウム�

◆期　日　9月20日（土）・21日（日）（受付20日午前9時45分から）�
◆場　所　飯田信用金庫本店　2階大会議室（本町1ー2）�
◆参加費　500円（2日間を通して、資料代）�

歴研賞表彰歴研賞表彰�歴研賞表彰� 研究報告会研究報告会�研究報告会�

見学会見学会�見学会�

◆セッション1�
　○日　時　9月20日g�
　　　　　　午前10時30分から�
　○テーマ　古代の牧と宮号舎人氏族�
　　・牧の経営�
　　　　山口英男さん（東京大学史料編纂所教授）�
　　・科野の宮号舎人氏族�
　　　　－金刺舎人・他田舎人・久米舎人－�
　　　　田島公さん（東京大学史料編纂所教授）�
◆セッション2�
　○日　時　9月20日g�
　　　　　　午後3時15分から�
　○テーマ　古墳と騎馬集団1　�
　　・東日本からみた伊那谷の古墳�
　　　　土生田純之さん（専修大学教授）�
　　・東海からみた伊那谷の古墳の特質�
　　　　鈴木一有さん（浜松市職員）�

◆記念講演　�
　○日時　9月20日g�
　　　　　午後２時から�
　○講師　吉村武彦さん�
　　　　　（明治大学大学院長）�
　○演題　東国の国造�
�
�
�
◆セッション3�
　○日　時　9月21日a�
　　　　　　午前9時から�
　○テーマ　古墳と騎馬集団2�
　　・古墳時代シナノの地域性からみた伊那谷の古墳�
　　　　風間栄一さん（長野市教育委員会）�
　　・馬駆ける伊那谷－古墳出現の背景を探る－�
　　　　渋谷恵美子（飯田市教育委員会）�
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■申し込み・問い合わせ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問い合わせ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定�

食の工房体験学習�
10:30～13:00�
▼フルーツ白玉づくり�
　8月17日a　材料費100円�
▼簡単クレープ作り�
　8月24日a　材料費100円�
▼みたらしだんご作り�

　9月14日a　材料費100円�

�

※このほか祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！いろんな企画の持ち込みやボランティアも募集しています。�

森森探検隊�
集合場所：なかまの館�

▼虫の標本を作ろう�
　8月30日g�
　10:00～12:00�
　13:30～15:00�
▼しじみ発見調査隊�
　9月13日g

　13:30～15:00　�

理科実験ミュージアム�
10:00～12:00､13:00～15:00�
▼万華鏡を作ろう�
　8月24日a�
▼分光器を作ろう�
　8月30日g�
▼CDコマを作ろう�
　8月31日a

これからの講座予定�

Pick Up

※事前申込が必要�

※対象小学3年生以上（小学2年生以下は保護者同伴）　各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで確認してください。�

★基本時間　9:00～11:00

タイヤチューブに乗って天竜川を下ってみよう�

9月6日（土）　９:30～12:00

▼天竜河原で草花遊び６（成人講座）�
　8月21日e�
▼スーパーシャボン玉を作ろう�
　8月23日g　�
▼リバートレッキング＆キャンプ（8月5日募集締切）�
　8月23日g14:00～24日a16:00�
▼アレチウリ退治ラフティング大作戦�
　8月24日a　7:30～13:00�
▼夏の星座　～大三角形と二重星～�
　8月26日c　19:00～20:30�
▼写真講座　講評４（成人講座）�
　8月27日d�
▼こけ玉作り（成人講座）�
　8月28日e�

▼魚とり名人になろう！その３　魚の育て方�
　8月30日g　9：00～11：30�
▼絵手紙を作ろう8（成人講座）�
　9月4日e�
▼サツマイモ掘りと焼き芋�
　9月6日g　9:00～11:30�
▼かわらんべキャンプ in 左京川キャンプ場�
　9月6日g12:00～7日a16:00�
▼写真講座　撮影６（成人講座）�
　9月10日d�
▼秋の虫ウオッチング�
　9月13日g�
▼かわらんべウオーキング８（成人講座）�
　9月13日g�
▼イモほりと焼きイモ（幼児向け・保護者同伴）�
　9月14日a　9:00～11:30

土の工房体験学習�
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼土のペンダント作り�

　8月31日a　�

木の工房体験学習�
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼木のペンダント作り�
　8月23日g　�
▼竹であそぼう�
　9月7日a�
▼タイルでパズル作り�
　9月15日-

なかまの館体験学習�
　10:00～12:00､13:30～15:00�
▼手作りうちわ作り�
　8月16日g�
▼染め紙を作ろう�
　9月6日g

タイルのパズル�

染め紙作り�
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融
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野
支
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み
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協
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組
合
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戦
傷
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を
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に
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設

し
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す
。
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ご
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困
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し
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く
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※
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５
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４
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３
７
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お
気
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３
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４
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▼
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３
階
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▼
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般
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談
（
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損
害
賠
償
・
金
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ル
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不
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産
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ど
）
、
ク
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ジ
ッ

　
ト
・
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費
者
金
融
相
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▼
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象�

　
収
入
や
家
族
構
成
に
よ
っ
て
、

　
相
談
者
の
制
限
が
あ
り
ま
す
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詳
細
は
お
問
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合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
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▼
定
員
　
１２
人
（
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約
制
、
相

　
談
時
間
は
一
人
３０
分
程
度
）�

▼
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約
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間�
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１８
日
b
〜
９
月
１
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b�

※
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

▼
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し
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み
・
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テ
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長
野
地
方
事
務
所

　
1
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５
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３
８
３
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１
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�

福祉事務所（福祉課・子育て支援課・介護高齢課）�

は�

本町1丁目15番地�
にあります。�

本町�市役所� ・市民証明コーナー�

・男女共同参画課�

りんご並木りんご並木�りんご並木�

銀座銀座�銀座�

りんご庁舎のご案内�りんご庁舎のご案内�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

９月９日（火）�
１３:００～１６:００�

８月２５日（月）�
９月８日（月）�

１３:３０～,１５:００～�

８月１７日（日）�
９月１４日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

場　所相談名 日　時 問い合わせ

消 費 者 相 談 �
（多重債務相談を含む）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

りんご庁舎３階�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

８月１９日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

毎月第２金曜日�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

ジョブカフェいいだ�
若年者就業相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�
教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

男女共同参画課
内線５３５２�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談�
高齢者介護相談�

りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８３�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

8月15日号は休刊です�



○作品紹介�
黄河で生まれ育った鯉の子どもフォンリー（台湾でパイ

ナップルの意味）は、ちょっと太目で気の弱い男の子。黄河
の鯉一族には、数千年も前からある言い習わしがあった。�
定められた春の夜の黄河で川をさかのぼると、そこには
大きな門があり、その門を抜けることができた鯉だけが一
人前の鯉として認められる。�
はたしてフォンリーは流れをさかのぼり、門をくぐること

ができるのか。�

この樹を一目みると「何だろうこの樹は」と思うにちがいありません。特徴
ある葉と樹皮。ただ、いかんせん人目につくほどこの樹はひろがっていませ
んし、数も多くありません。このカエデ科の樹木は、飯田市のごく一部の地
域に生えています。この樹の強烈な個性はだてではありません。6,500万年
もの歴史を含み、この樹と出会った植物もまた個性派ぞろい。この魅力あふ
れる樹と生育場所となる湿地が、人知れず消え去ってしまわないように皆さ
んにご紹介します。�

ハナノキ湿地の自然史�－赤き楓のかなでる交響楽－�
〈開館20周年記念企画展〉�

●開館時間　 午前9時30分～午後5時（入館午後4時30分まで）�
●休 館 日 　毎週月曜日（祝日の翌日）、10月6日～10日�
●観 覧 料 　一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

小中学生100円（80円）※（  ）は20人以上の団体�
７月19日～8月31日は小中学生は無料�

展示期間�7月19日G～10月13日_

ハナノキの紅葉（山本）�

▼講演会�
　○「ハナノキと出会った植物たち�
　　　－東海丘陵要素の起源と進化－」�
　　日時　８月30日G　午後２時から�
　　講師　植田邦彦さん（金沢大学教授）�
　○「ハナノキ自生地の地質と地形�
　　　－シデコブシ・ヒトツバタゴと関連させて－」�
　　日時　９月13日G　午後２時から�
　　講師　糸魚川淳二さん（名古屋大学名誉教授）�
▼ワークショップ�
　○「カエデのたねコプターを作って飛ばそう！」�
　　日時　８月２日G、９月14日A、10月12日A�
　　　　　午前10時から、午後２時から�
　　　　　８月16日G・17日A（美博まつり）�
　　　　　午前10時～午後3時30分�

●飯田市公民館ホール�

9月7日A
開演14：00

●プレイガイド　飯田市公民館／文化会館�
●チケット　500円（小学生以上）�
●プログラム�
　怪獣のバラード、荒城の月ほか�

昨年の興奮を再び。華やかな伝統的獅子舞と力強
い太鼓の演奏をお楽しみください。�

飯田少年少女合唱団�
創立20周年　第17回定期演奏会�

※未就学児も入場いただけます。�

世界人形劇フェスティバル　いいだ人形劇フェスタ2008�

台北慶和館醒獅劇団公演�

8月5日C�
開演19：00

●文化会館ホール�

●チケット　2,800円�
●作品名　登龍門～鯉の子フォンリーの挑戦～�

特選�
●題　　名　ヘアピンカーブ�
●撮影場所　下久堅�
●撮 影 者　上沼正夫さん（上郷黒田）�

［広報いいだ］2008.8.1��大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ 1０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●公式ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/

C

飯田市の人口（7/1現在）■人口＝106,734人（前月比+5）男51,124人／女55,610人  ■世帯＝37,812戸（前月比+27）


